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《
主
な
内
容
》

５月臨時会

・各委員会の構成決まる…………P.2

・一般会計補正予算案可決………P.３

・常任委員会の審査………………P.４

・一般質問……………………P.5〜11

６月定例会

津
つ ぶ さ

房保育園

　鳥の鳴き声が園内に聞こえ、小鳥

たちに「おはよう」と元気な声が響

いています。

　今年もやってきた「ツバメ」の子

どもたちが、親鳥の餌を待っている

その姿を毎日園児たちと観察してい

ます。野いちご狩り、グミ狩り、び

わ狩り、サツマイモ植えと自然いっ

ぱいの園外保育を楽しんでいます。

又、園庭に植えられた「野菜」は園

児の毎日の水やりでグングン大きく

育っています。「心身共に健やかな子」

を保育目標に地域や保護者と次代を

担う子どもたちを育てたいと願って

います。

⑨「少子化の中で保育園は、今」
豊
とよかわ

川保育園

　豊川保育園の園庭には、大きな大

きな柿の木があります。

　夏には、大きな日陰をつくり、虫

探し、お団子づくり、しゃぼん玉あ

そび、どろんこあそび・・・など、

生き生きと遊ぶ子どもたちを優しく

包み込んでくれています。

　子ども、職員、保護者、地域の人

が大きな家族になって、共に手を取

り合い、助け合い、人との関わりを

大切に“生きる力”が培われている

ことに感謝しながら、四季折々の季

節感を身体いっぱいに感じたり、さ

まざまな感動体験を通して豊かな感

性と創造性の芽生えを育て、子ども

たちの「かけがえのない今」がキラ

キラ輝ける場所であってほしいと

願っています。

（認可保育園）

（安心院町尾立 216-3）

（認可保育園）

（大塚 876）

「議会を傍
ぼうちょう

聴してみませんか」

　本会議はどなたでも傍聴できます。

　お気軽に議会棟（市役所東側）にお

越しください。

　なお、次の議会は９月上旬開会の予

定です。
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= 議 場 の 様 子 =

（平成 21年５月 11日選任）

◎委員長　◯副委員長

宇佐市議会委員会等構成

議
長
に 

浜
永
義
機 
氏
を
再
選

副
議
長
に 

筌
口　

孝 

氏
を
選
出

次
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
（
５
／
11
）

　
　

監

査

委

員　

原
田
芳
文
氏

　
　

監

査

委

員　

衛
藤
正
明
氏

　
　

公
平
委
員
会
委
員　

山
�
�
末
昭氏

筌口 孝 副議長
（安心院町筌ノ口）

五
月
十
一
日
（
臨
時
会
）
市
長
選
挙
後
初
の
臨
時
議
会
を
開

催
し
、
正
副
議
長
選
挙
、
常
任
委
員
・
議
会
運
営
委
員
・
特

別
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
（
下
表
参
照
）

　

そ
の
後
、
是
永
新
市
長
よ
り
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の

退
職
手
当
を
５
割
削
減
す
る
た
め
の
条
例
改
正
案
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

五
月
二
十
八
日
（
臨
時
会
）
５
月
に
出
さ
れ
た
臨
時
の
人
事

院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
職

員
の
６
月
支
給
の
ボ
ー
ナ
ス
（
期
末
・
勤
勉
手
当
）
を
〇
・
２
ヵ

月
分
、
市
長
ら
特
別
職
及
び
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
〇
・

15
ヵ
月
分
減
額
す
る
条
例
の
改
正
案
を
可
決
し
て
閉
会
し

た
。

5月臨時会

委員会名 委　員　名 委員会名 委　員　名

議会運営

９名

◎斉藤文博　◯林　　寛　　小野照義

　河野征夫　　宮丸龍美　　筌口　孝

　徳田　哲　　橋本正範　　相良公治

特　

別　

委　

員　

会

議会活性化

８名

◎衛藤博幸　◯中山実生

　大隈尚人　　辛島光司　　今石靖代

　尾島保彦　　中島孝行　　広岡利公

常　

任　

委　

員　

会

総務

８名

◎林　　寛　◯木下一夫

　久保繁樹　　筌口　孝　　衛藤博幸

　尾島保彦　　高橋宜宏　　河野征夫

行財政
改革推進

10 名

◎中島孝行　◯今石靖代　　

　辛島光司　　筌口　孝　　大隈尚人

　衛藤正明　　浜永義機　　林　　寛

　衛藤博幸　　宮丸龍美

文教
福祉

８名

◎大隈尚人　◯斉藤文博　　

　永松　郁　　小野照義　　中島孝行

　椛田敏彦　　浜永義機　　用松律夫

企業誘致推進

10 名

◎佐田則昭　◯永松　郁　　

　中村明美　　久保繁樹　　山本央徂

　浜永義機　　小野照義　　筌口　孝

　河野征夫　　三浦長男

産業
経済

７名

◎新開洋一　◯中山実生

　今石靖代　　徳田　哲　　宮丸龍美

　中村明美　　山本央徂　　

議員定数に
関する調査

13 名

◎小野照義　◯中山実生

　新開洋一　　河野征夫　　広岡利公

　橋本正範　　斉藤文博　　宮丸龍美

　徳田　哲　　相良公治　　林　　寛

　用松律夫　　筌口　孝　　

建設
環境

７名

◎広岡利公　◯辛島光司

　衛藤正明　　橋本正範　　相良公治

　佐田則昭　　三浦長男

宇佐・高田・国東
広域事務組合議会

　浜永義機　　橋本正範　　徳田　哲

　相良公治　　高橋宜宏　　中島孝行

大分県後期高齢者
医療広域連合議会

　斉藤文博　
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〔
本
会
議
第
１
日
〕
（
６
／
５
）

◇
市
長
の
施
政
方
針

　

是
永
市
長
か
ら
「
夢
と
希
望
に
満
ち
た

新
し
い
宇
佐
市
」
の
実
現
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
。

◇
議
案
の
上
程
及
び
説
明

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
の
ほ
か
、
３
歳
以
上
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
た
め
の
条

例
改
正
案
な
ど
７
議
案
と
報
告
４
件
が
上

程
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
っ
た
。

◇
継
続
審
査
中
の
請
願

　

平
成
20
年
９
月
議
会
に
提
出
さ
れ
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
「
宇
佐
市
議
会
議
員

の
定
数
削
減
に
関
す
る
請
願
書
」
を
趣
旨

採
択
と
し
た
。

　

12
月
議
会
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
「
日
本
政
府
に
対
し
、
日
米
地
位
協
定
・

裁
判
権
放
棄
の
日
米
密
約
の
公
表
・
破
棄

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
」
を
不
採
択
と
し
た
。

〔
本
会
議
第
２
～
５
日
〕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
／
11

～
16

）

◇
一
般
質
問

　

４
日
間
に
わ
た
り
、
17
名
か
ら
市
政 

一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
た
。

◇
議
案
質
疑

　

一
般
質
問
終
了
後
、
議
案
に
対
す
る
質

疑
が
行
わ
れ
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
補
正
予
算
（
第
２
号
）
】
に
対
し
て

Ｑ
．
高
齢
者
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
と
効

果
は
。

Ａ
．
緊
急
雇
用
対
策
関
連
の
交
付
金
事
業

で
、
宇
佐
両
院
商
工
会
に
委
託
し
、
早
け

れ
ば
８
月
か
ら
実
施
の
予
定
。７
月
始
め
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
３
名
の
雇
用
を

公
募
す
る
。

Ｑ
．
小
ね
ぎ
の
大
規
模
リ
ー
ス
団
地
の
内

容
と
効
果
は
。

Ａ
．
県
農
協
が
事
業
主
体
と
な
り
、
リ
ー

ス
ハ
ウ
ス
団
地
を
合
わ
せ
て
４ 

ha
整
備

し
、
耕
作
者
へ
ハ
ウ
ス
施
設
の
貸
付
を
行

う
。
補
助
率
は
国
２
分
の
１
、
県
６
分
の

１
、
市
12
分
の
１
、
事
業
主
体
４
分
の
１

で
、
今
回
の
補
正
額
は
２
億
４
０
０
万
円
。

産
地
規
模
の
拡
大
や
雇
用
の
拡
大
な
ど
多

大
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ
．
約
３
千
万
円
の
高
規
格
救
急
車
の
活

用
に
つ
い
て
。

Ａ
．
長
洲
に
配
置
。
こ
れ
で
市
内
３
ヵ
所

の
す
べ
て
に
配
置
さ
れ
、
救
急
に
対
応
で

き
る
。

Ｑ
．
校
舎
改
築
工
事
２
億
４
、
２
３
４
万

円
に
つ
い
て
、
内
容
と
完
成
時
期
は
。
寄

付
に
頼
ら
な
い
予
算
確
保
を
。

Ａ
．
柳
ケ
浦
小
学
校
の
建
て
替
え
予
算
の

４
割
分
で
、
今
年
度
着
工
し
、
完
成
は
来

年
度
の
予
定
。
寄
付
に
つ
い
て
は
今
は
承

知
し
て
い
な
い
。

〔
本
会
議
第
６
日
〕
（
６
／
23

）

◇
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
の
後
、

　

質
疑
・
討
論
・
採
決

　

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議

案
・
請
願
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
審

査
結
果
を
も
と
に
採
決
を
行
っ
た
。
議
案

７
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願
は
３
件

を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
と
し
た
。

◇
追
加
議
案

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
栁
町
勲
夫
氏
（
下

拝
田
）
の
選
任
に
同
意
し
た
。
ま
た
、
議

員
提
案
に
よ
る
２
件
の
意
見
書
を
可
決
。

◇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

６
月
26
日
で
任
期
満
了
と
な
る
選
挙
管

理
委
員
に
指
名
推
選
で
次
の
４
氏
を
選
出

し
た
。

　

永
野 

文
雄
氏
（
安
心
院
町
山
ノ
口
）

　

元
永 

昭
人
氏
（
院
内
町
温
見
）

　

髙
橋 

明
博
氏
（
長
洲
）

　

松
本 

兼
次
氏
（
浜
高
家
）

　是永新市長となって初めての定例議会

が６月５日から 23 日まで 19 日間の会

期で開催された。

　提出された議案は、「市民生活に直結

する景気・雇用対策」や「地域産業の振

興」に取り組む一般会計補正予算など７

議案と報告４件。また、最終日に追加議

案として任期満了による人権擁護委員の

推薦案と２件の意見書案が提出され、す

べて原案どおり可決・同意された。

６月定例会
（６/５〜６/23）

※一般会計補正予算案可決
（15 億 9200 万円の増額）
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議案、請願は所管の常任委員会に付託され、詳細な

審査を行います。審査結果は本会議に報告し、それ

を基に採決を行います。委員会報告

総　
　

務　
（
６
／
17
）

文
教
福
祉　
（
６
／
18
）

産
業
経
済　
（
６
／
17
）

建
設
環
境　
（
６
／
18
）

件　　　　　　　　名 結　果

議第 66号 平成２１年度宇佐市一般会計補正予算（第２号）

可　決
内　　容

主なものは、宇佐市周辺地域元気づくり応援事業９００万円、統合型GIS構築事業、高

規格救急車購入事業３０００万円、防火水槽整備事業２６５０万円など。

議第 67号 地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決すべき事件に関する条例の制定について

可　決
内　　容

中津市とその近隣市町村との圏域の発展のために定める定住自立圏形成協定の締結等に

ついては、市議会の議決事件とする旨の条例の制定。

議第 71号 宇佐市国民健康保険税条例の一部改正について

可　決
内　　容

国民健康保険税の確定金額を納期ごとに分割する際、端数処理の計算方法を見直し、納

期ごとの分割金額の平準化を図るための改正。

議第 72号 宇佐市土地開発公社の定款の変更について

可　決
内　　容

宇佐市土地開発公社の定款で引用している借地借家法の条に移動が生じたことに伴う定

款の変更。

件　　　　　　　　名 結　果

議第 66号 平成２１年度宇佐市一般会計補正予算（第２号）

可　決
内　　容

主なものは、医師会検診車の購入補助として２１１２万円、新たに３歳以上就学前までの入院、通院

医療費の助成として１４１２万円、老朽化の著しい柳ケ浦小学校改築事業に約２億4700万円など。

議第 69号 宇佐市乳幼児医療費の助成に関する条例の一部改正について
可　決

内　　容 保護者負担を軽減するため、新たに３歳以上、就学前までの入院、通院医療費を無料化するための改正。

議第 70号 宇佐市国民健康保険条例の一部改正について

可　決
内　　容

妊産婦の経済的負担を軽減し、安心して出産できるよう、平成２１年１０月１日から平成２３

年３月３１日までの間、出産育児一時金の額を35万円から３９万円に引き上げるための改正。

請願第７号 義務教育費国庫負担制度堅持・教育予算拡充を求める意見書採択の請願書

採　択
内　　容

教育の機会均等と教育水準を保障するために「義務教育費国庫負担率」を２分の１へ復

元することなどを求め、国の関係行政庁に意見書の提出を求めるもの。

件　　　　　　　　名 結　果

議第 66号 平成21年度宇佐市一般会計補正予算（第２号）

可　決
内　　容

主なものは、緊急雇用対策として、高齢者宅配サービス事業、地域特産品アンテナショップ事業、

浜のかあちゃんと石ひび推進事業など。また、経営規模拡大と所得増大を図るため、強い農業

づくり競争力強化農業生産総合対策事業（小ねぎ大規模リース団地）などを計上。

請願第６号 農業公社の運営に対する支援を求める意見書の提出を求める請願書

採　択
内　　容

農業の振興と農業経営の安定に寄与している農業公社の運営に支援をするよう、国に対し意見

書の提出を求めるもの。

請願第９号 農地法の「改正」に反対する請願

不採択
内　　容

「農地法の一部を改正する法律案」の今国会成立を断念し、廃棄とする意見書を国に対して提出

を求めるもの。

件　　　　　　　　名 結　果

議第 66号 平成２１年度宇佐市一般会計補正予算（第２号）

可　決
内　　容

主なものは、都市計画マスタープランの策定委託料1000万円、宇佐、柳ケ浦両駅の駐

車場管理費として1260万円、東九州自動車道取付道路整備で2900万円などを計上。

議第 68号 宇佐市手数料条例の一部改正について
可　決

内　　容 長期優良住宅の普及の促進に関する法律の施行により、審査事務を行うこととなるための改正。

請願第８号 通学路の道路拡幅及び舗装整備に関する請願書

採　択
内　　容

主に豊川小学校、駅川中学校の児童生徒の通学に利用される道路の拡幅及び舗装整備を求める

もので、現地調査のうえ審査を行った。
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円
、
一
団
体
当
た
り
の
上
限
額
が
５
０
万

円
を
限
度
に
補
助
す
る
。

　

支
所
機
能
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
当
面

は
現
体
制
を
維
持
し
、
地
域
振
興
や
地
域

防
災
さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

な
ど
周
辺
部
対
策
の
企
画
・
立
案
・
執
行

に
当
た
ら
せ
た
い
。

問
③　

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
向
け
た
共
聴
施

設
の
改
修
が
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
再
度
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

昨
年
度
、
難
視
聴
地
域
に
お
け
る
共

聴
施
設
改
修
に
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

整
備
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
度

問
①　

院
内
支
所
の
改
築
計
画
は
。

答　

院
内
支
所
の
改
築
に
つ
い
て
は
、「
地

域
振
興
部
門
」「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
部
門
」「
維

持
管
理
部
門
」
の
三
つ
の
部
門
を
担
保
し

た
支
所
機
能
体
制
の
構
築
を
図
る
中
で
、

現
有
施
設
を
含
め
た
有
効
活
用
を
大
前
提

に
組
織
の
規
模
及
び
体
制
等
の
方
向
性
を

検
証
し
た
上
で
対
処
し
た
い
。

問
②　

支
所
長
の
権
限
と
支
所
機
能
の
在

り
方
は
。

答　

支
所
長
に
予
算
権
限
を
付
与
し
、
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。
今
回
、
新
た
に
「
宇
佐
市
周
辺
地
域

元
気
づ
く
り
応
援
事
業
」
を
創
設
し
、
両

院
地
域
で
は
支
所
長
に
、
宇
佐
地
域
に
お

い
て
は
総
務
部
長
に
審
査
権
限
を
付
与
し
、

最
終
的
な
事
業
決
定
は
市
長
が
行
う
。
事

業
の
対
象
者
は
周
辺
地
域
の
自
治
会
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、
各
種
団
体
で
対

象
者
が
主
体
と
な
っ
て
行
政
と
の
連
携
の

下
で
地
域
づ
く
り
を
行
う
と
す
る
事
業

で
、
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
補
助
す

る
。
予
算
規
模
は
地
域
ご
と
に
３
０
０
万

老朽化した院内支所

創
設
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
す
れ
ば
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
に
係
る
負
担
が
少
な
く
事
業

実
施
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
検
討

し
て
い
る
。

問
①　

お
母
さ
ん
方
と
署
名
運
動
な
ど
取

り
組
ん
で
き
た
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

制
度
が
今
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
県

下
の
進
ん
だ
取
り
組
み
を
見
れ
ば
、
さ
ら

に
拡
充
す
べ
き
だ
が
。

答　

重
要
な
施
策
で
は
あ
る
が
、
財
政
状

況
を
勘
案
し
て
検
討
し
た
い
。

問
②　

妊
婦
検
診
が
今
年
度
、
５
回
か

ら
14

回
に
対
象
が
拡
大
し
喜
ば
れ
て
い
る
。

必
要
な
検
診
は
、
姫
島
村
の
よ
う
に
す
べ

て
無
料
に
す
べ
き
だ
が
。
ま
た
、
国
は
２

年
の
時
限
措
置
と
し
て
い
る
が
、
恒
久
的

な
実
施
を
。

答　

県
内
で
協
議
し
統
一
し
た
が
、
今
年

度
さ
ら
に
内
容
の
充
実
に
む
け
協
議
す
る

予
定
。
国
へ
は
市
長
会
等
を
通
し
機
会
あ

る
ご
と
に
要
望
し
て
い
く
。

問
③　

雇
用
促
進
住
宅
の
早
期
有
効
活
用

を
求
め
る
が
。

答　

９
月
議
会
に
買
い
取
り
予
算
を
、
12

月
議
会
に
運
用
条
例
を
提
案
す
る
予
定
。

今
年
度
中
の
供
用
開
始
を
努
力
し
て
い
く
。

問
④　

麻
生
地
域
の
住
民
か
ら
、
飲
料
水

や
生
活
用
水
の
確
保
に
困
っ
て
い
る
と
い

う
切
実
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

早
急
な
対
策
を
。

答　

調
査
・
研
究
に
取
り
組
む
。
県
の
実

態
調
査
支
援
事
業
を
受
け
れ
る
よ
う
に
努

力
す
る
。

問
⑤　

宇
佐
市
の
雇
用
実
態
は
ど
う
か
。

国
の
緊
急
雇
用
事
業
に
よ
る
雇
用
人
数
は
。

答　

４
月
末
現
在
、
求
職
者
数
は
２
６
４

２
人
、
求
人
数
は
４
１
２
件
で
有
効
求

人
倍
率
は
０
・
35
ポ
イ
ン
ト
。
企
業
へ
は

引
き
続
き
、
雇
用
の
維
持
を
強
く
要
請
し

て
い
く
。
緊
急
雇
用
事
業
の
雇
用
人
数
は
、

今
後
69
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
し
て
求
人
す
る
。

問
⑥　

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
」
の
申
請
が
始
ま
る
が
、
申
告
漏
れ
防

止
の
方
法
を
ど
う
工
夫
す
る
の
か
。

答　

個
別
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
す
る
。

問
①　

施
政
方
針
に
つ
い
て

⑴　

市
民
参
加
型
行
政
シ
ス
テ
ム
の
具
体

像
は
。

答　

市
民
の
声
を
聴
く
「
市
民
と
市
長
の

連
絡
箱
」
を
本
庁
及
び
各
支
所
・
各
出
張

所
に
設
置
し
、
意
見
交
換
や
交
流
な
ど
を

行
う
「
市
長
お
で
か
け
ト
ー
ク
」
で
現
場

市
政
一
般
に　

　

対
す
る
質
問

　

6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問

は
４
日
間
に
わ
た
っ
て
、
17
名
の
議

員
か
ら
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

院
内
支
所
に
つ
い
て

衛
藤 
正
明　

議
員

７
月
１
日
か
ら
就
学
前
ま
で

の
医
療
費
は
無
料
に

今
石 

靖
代　

議
員

平
成
21

年
度
施
政
方
針
は

三
浦 

長
男　

議
員
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時
交
付
金
」
で
対
応
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

問
①　

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
は
中

学
校
卒
業
ま
で
が
県
下
で
３
つ
の
自
治
体

に
広
が
っ
て
い
る
が
、
宇
佐
市
も
。

答　

７
月
１
日
か
ら
就
学
前
ま
で
に
拡
大
、

国
に
制
度
と
し
て
働
き
か
け
た
い
。

問
②　

キ
リ
ウ
の
公
害
の
解
決
の
た
め
市

長
は
現
場
に
。

答　

早
急
に
現
場
に
行
き
解
決
を
は
か
り

た
い
。

問
③　

病
弱
な
ど
で
来
庁
で
き
な
い
場
合

は
、
出
向
く
市
政
を
。

答　

福
祉
関
係
は
出
向
く
よ
う
に
し
て
い

る
。

問
④　

国
保
保
険
証
の
取
り
上
げ
中
止
、

特
に
18

歳
以
下
の
無
保
険
の
解
消
を
。

答　

相
談
が
あ
れ
ば
支
払
い
能
力
の
な
い

世
帯
は
保
険
証
を
取
り
上
げ
な
い
。

問
⑤　

生
活
苦
が
増
す
中
、
市
民
税
の
減

免
制
度
の
拡
充
と
徹
底
を
。

答　

広
報
な
ど
で
徹
底
し
た
い
。

問
⑥　

生
活
保
護
の
申
請
者
が
急
増
す
る

中
、
予
算
を
約
４
５
０
０
万
円
も
削
減
し

た
が
、
補
正
予
算
を
組
む
べ
き
だ
。

答　

補
正
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

問
⑦　

小
峰
団
地
の
空
室
は
16

室
も
あ
る

の
に
、
募
集
は
１
室
、
渚
団
地
の
空
室
は

12

室
あ
る
の
に
募
集
は
ゼ
ロ
。
改
修
を
急

ぐ
べ
き
だ
。

答　

そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

問
⑧　

尾
永
井
の
工
業
団
地
の
不
動
産
鑑

定
士
に
よ
る
土
地
の
評
価
額
は
１
㎡
当
た

り
５
３
０
０
円
な
の
に
な
ぜ
、
８
１
７
０

円
に
吊
り
上
げ
て
西
日
本
土
木
㈱
か
ら

買
っ
た
の
か
。
ま
た
、
進
出
予
定
企
業
と

仮
協
定
も
結
ば
ず
、
約
３
億
円
の
支
出
は

不
法
で
は
な
い
か
。

答　

市
長
と
し
て
担
当
者
か
ら
詳
し
く
聞

い
て
調
査
す
る
。

問
⑨　

せ
め
て
資
源
ゴ
ミ
の
無
料
化
を
。

答　

今
後
、
検
討
し
た
い
。

問
⑩　

介
護
保
険
料
や
国
保
税
の
減
免
制

度
の
拡
充
を
。

答　

現
行
の
制
度
で
対
応
し
た
い
。

問
①　

平
成
20

年
度
一
般
会
計
決
算
見
込

み
は
。

答　

昨
年
同
様
に
実
質
単
年
度
黒
字
に
な

り
、
10
億
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。

問
②　

平
成
21

年
度
は
社
会
資
本
整
備
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
が
、
財
源
確
保
と
市
債
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

事
業
は
必
要
性
、
緊
急
性
に
加
え
合

併
時
の
検
証
を
行
い
、
財
源
は
国
、
県
の

補
助
金
及
び
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
い
。

問
③　

合
併
時
に
休
止
し
て
い
た
中
恵
良

線
及
び
福
貴
野
枝
郷
線
を
合
併
債
を
活
用

し
て
事
業
再
開
し
て
は
ど
う
か
。

答　

今
年
度
は
厳
し
い
が
、
県
と
も
積
極

的
に
協
議
し
て
い
く
。

問
④　

支
所
長
は
ど
の
よ
う
な
時
に
予
算

権
限
が
発
揮
で
き
る
の
か
。

答　

「
宇
佐
市
周
辺
地
域
元
気
づ
く
り
応

援
事
業
」
を
創
設
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
い

て
地
域
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
支
所
長
の
判

断
で
審
議
し
、
決
定
し
た
も
の
は
市
長
が

尊
重
す
る
。
ま
た
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

制
度
が
必
要
で
あ
れ
ば
制
度
改
正
す
る
。

問
⑤　

「
ワ
イ
ン
祭
り
」
が
各
種
団
体
協

議
の
結
果
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
、
予

算
面
等
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て
い
る
。
市

長
は
再
開
す
る
公
約
を
し
て
い
る
が
、
予

算
措
置
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

に
出
向
い
て
い
く
。
職
員
は
ま
ず
現
場
を

把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。　

⑵　

「
宇
佐
市
周
辺
地
域
元
気
づ
く
り
応

援
事
業
」
で
、
両
院
支
所
長
へ
予
算
権
限

が
付
与
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に

予
算
措
置
す
る
の
か
。

答　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
住
民
自
ら

が
考
え
、
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
事
業
に

補
助
金
を
交
付
す
る
。
宇
佐
地
域
に
お
い

て
は
総
務
部
長
が
交
付
す
る
。

⑶　

「
高
齢
者
等
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
対
象
を
、
障
が
い
者
家
庭
等
に
も
拡
張

で
き
な
い
か
。

答　

障
が
い
者
家
庭
や
一
般
家
庭
の
方
で

も
利
用
が
可
能
。
旧
宇
佐
市
の
方
で
も
依

頼
が
あ
れ
ば
配
達
が
可
能
と
な
る
よ
う
検

討
を
し
て
い
る
。

問
②　

難
視
聴
地
域
の
地
デ
ジ
対
策
に
つ

い
て
は
、
宇
佐
市
情
報
化
整
備
検
討
委
員

会
の
答
申
を
受
け
、
共
聴
施
設
の
改
修
で

対
応
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の

事
業
が
中
断
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。
ま
た
、

地
デ
ジ
対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。

答　

政
府
大
型
補
正
予
算
の
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
と
い
う
非
常
に
有
利
な
補
助
が

創
設
さ
れ
た
関
係
か
ら
、
再
度
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

問
③　

教
職
員
は
パ
ソ
コ
ン
が
な
け
れ
ば

事
務
処
理
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
１

人
1

台
の
パ
ソ
コ
ン
の
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

答　

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

子
ど
も
の
医
療
費
は
中
学
生

ま
で
無
料
に

用
松
律
夫　

議
員

安
心
院
フ
ェ
ア
「
ワ
イ
ン
祭
り
」

平
成
22
年
度
再
開

佐
田 
則
昭　

議
員

平成18年まで大勢の人でにぎわっていた「ワイン祭り」
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答　

動
員
や
予
算
面
等
の
課
題
は
あ
る
が
、

復
活
を
望
む
声
が
多
く
、
公
約
の
ひ
と
つ

と
し
た
。
今
年
は
中
止
だ
が
、
組
織
づ
く

り
、
動
員
、
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
今

後
各
種
関
係
団
体
や
地
元
の
方
等
と
協
議

し
、
来
年
度
実
施
し
た
い
。

問
⑥　

福
貴
野
の
滝
の
駐
車
場
よ
り
滝
つ

ぼ
ま
で
の
間
、
足
元
が
悪
く
危
険
な
た
め

手
す
り
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　

「
国
指
定
名
勝
耶
馬
渓
」
と
な
っ
て

お
り
、
「
危
険
注
意
」
の
立
て
看
板
を
設

置
す
る
。
ま
た
、
今
後
文
化
庁
、
県
河
川

課
と
協
議
し
、
申
請
し
た
い
。

問
①　

周
辺
地
域
の
若
者
定
住
策
は
益
々

深
刻
化
し
て
お
り
、
周
辺
地
域
の
保
育
園

や
小
学
校
の
児
童
数
の
推
移
を
見
て
も
、

地
域
の
危
機
感
は
極
限
状
態
で
あ
る
。
解

決
策
に
は
、
企
業
誘
致
等
若
者
の
働
き
場

所
の
確
保
と
、
同
時
に
住
宅
環
境
の
整
備

等
で
あ
る
が
、
何
よ
り
即
効
が
期
待
で
き

る
の
は
、
公
営
住
宅
の
建
設
で
あ
る
。
周

辺
地
域
の
学
校
の
現
状
を
見
る
と
き
、
住

宅
か
ら
の
子
供
の
比
率
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
る
状
況
か
ら
も
、
そ
の
効
果
は

歴
然
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
の
今
後
の

計
画
は
。

答　

公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
周

辺
地
域
の
若
者
の
定
住
促
進
、
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
の
一
環
と

し
て
、
公
営
住
宅
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

充
分
認
識
し
て
い
る
。
宇
佐
市
総
合
計
画
、

及
び
宇
佐
市
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
、
計
画
的
に
整
備
を
す
る
。

　

若
年
層
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

定
住
と
雇
用
の
創
出
が
望
め
る
企
業
誘
致

は
極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
周
辺
地

域
の
若
者
定
住
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
②　

特
例
債
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は

合
併
協
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

の
建
設
計
画
の
中
で
合
併
に
資
す
る
事
業

に
充
て
る
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
新
市
全
体

の
観
点
か
ら
、
新
市
建
設
計
画
に
沿
っ
た

事
業
に
充
て
る
、
と
い
う
考
え
方
の
中
で

合
意
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
間
違

い
な
い
か
。

　

ま
た
、
計
画
に
沿
っ
た
執
行
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
新
市
建
設

計
画
書
を
策
定
し
、
市
町
合
併
首
長
会
で

確
認
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
財
源
は
ま
ず
国

県
か
ら
の
財
源
を
検
討
し
、
過
疎
債
等
も

考
慮
し
な
が
ら
計
画
に
沿
っ
て
検
討
す
る
。

問
①　

市
情
報
化
整
備
検
討
委
員
会
の
答

申
を
受
け
、
昨
年
7

月
に
庁
議
で
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
の
事
業
未
実
施
を
決
定
。
情
報
化
整
備

に
つ
い
て
は
今
後
、
個
別
事
業
で
対
応
を

す
る
こ
と
に
。
が
、
是
永
市
長
は
就
任
後

に
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
導
入
の
再
検
討
を
指
示
し
た

と
の
こ
と
。
経
緯
と
今
後
の
問
題
点
は
。

答　

今
回
、
国
は
有
利
な
補
助
制
度
を
創

設
。
初
期
投
資
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら

再
検
討
す
る
こ
と
に
。
現
在
、
施
工
業
者

か
ら
出
さ
れ
た
企
画
提
案
を
取
り
ま
と

め
中
。
内
容
次
第
で
再
度
、
庁
議
を
経
て
、

事
業
実
施
の
方
向
性
が
見
い
だ
せ
れ
ば
九

月
議
会
で
ご
審
議
を
。
問
題
点
は
す
で
に

事
業
着
手
し
て
い
る
難
視
聴
地
域
に
お
け

る
共
聴
施
設
の
改
修
工
事
や
す
で
に
予
算

化
し
て
い
る
津
房
局
舎
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
化
事

業
な
ど
依
然
と
し
て
課
題
も
多
い
。

問
②　

問
題
な
の
は
こ
の
一
年
間
の
遅
れ

に
よ
る
リ
ス
ク
だ
が
、
二
つ
の
理
由
で
導

入
す
べ
き
と
思
う
。
一
つ
は
負
担
が
同
じ

な
ら
、
サ
ー
ビ
ス
も
同
じ
と
い
っ
た
自
治

体
の
一
体
感
。
も
う
一
つ
は
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
可
能
性
だ
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は

日
々
進
化
し
、
今
後
も
防
災
、
地
域
医
療
、

高
齢
化
福
祉
等
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
。
一
方
で
両
院
地
域
や
麻
生

地
域
は
民
間
業
者
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

敷
設
に
は
限
界
が
。
そ
こ
で
参
考
に
な
る

の
が
中
津
方
式
。
中
津
は
三
光
地
域
限
定

で
、
テ
レ
ビ
部
門
と
通
信
部
門
が
と
も
に

公
設
民
営
だ
。
市
長
の
見
解
は
。

答　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
な
け

れ
ば
企
業
活
動
が
で
き
な
い
し
、
若
者
定

住
や
高
齢
者
福
祉
の
問
題
等
が
生
じ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
情
報
格
差
を
な
く
し
、

情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
る
こ
と
を

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込
ん
だ
。
整
備
す

る
に
当
た
っ
て
は
一
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
り
、
選
択
の
幅
が
狭
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
時
点
で
、
中
津
方
式
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
早
急
に
素
案
作
り
を
し
た
い
。

問
①　

ス
ム
ー
ス
な
職
務
遂
行
の
為
に
も
、

市
長
の
体
調
面
か
ら
も
、
空
席
と
な
っ
て

い
る
副
市
長
と
教
育
長
の
人
事
を
早
急
に

周
辺
対
策

　

市
営
住
宅
の
建
設
計
画
は

衛
藤 
博
幸　

議
員

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
を
ど
う
す
る

の
か

高
橋 

宜
宏　

議
員

宇
佐
市
を
変
え
る辛

島 

光
司　

議
員

５棟 10戸の計画で１棟２戸のままの市営深見住宅
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す
る
べ
き
で
は
。

答　

ま
ず
は
、
自
身
が
市
の
現
状
を
認
識

し
た
後
、
出
来
る
だ
け
早
く
、
３
役
人
事

を
議
会
に
諮
り
た
い
。

問
②　

是
永
市
政
を
遂
行
し
て
い
く
上
で
、

職
員
の
人
事
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答　

現
在
の
体
制
は
、
当
時
の
時
枝
市
長

が
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
退
任
直
前
で
の

人
事
は
他
市
を
見
回
し
て
も
異
例
で
あ
り
、

是
永
市
政
と
し
て
の
人
事
を
行
う
。

問
③　

山
本
浄
水
場
改
築
工
事
の
現
況
と

今
後
の
展
望
は
。

答　

４
月
27
日
に
口
頭
で
、
６
月
４
日
付

け
で
間
組
に
工
事
の
中
断
を
通
知
し
て
い

る
。
今
後
は
調
査
内
容
を
十
分
精
査
し
、

結
論
を
出
し
た
い
。

問
④　

地
元
企
業
育
成
の
観
点
か
ら
、
間

組
に
対
し
て
、
市
は
ど
う
い
っ
た
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

機
会
あ
る
ご
と
に
、
地
元
企
業
へ
の

発
注
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
⑤　

尾
永
井
工
業
団
地
の
現
況
と
今
後

の
展
望
は
。

答　

県
な
ど
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
誘
致

活
動
を
進
め
て
い
る
。

問
⑥　

「
３
，
４
期
計
画
は
、
誘
致
企
業

と
協
議
」
と
あ
る
が
、
今
後
、
誘
致
の
見

通
し
が
つ
か
な
い
う
ち
は
、
い
か
な
る
工

事
も
行
わ
な
い
の
か
。

答　

行
わ
な
い
。
ま
ず
は
、
誘
致
企
業
を

見
つ
け
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
む
。
議

会
の
皆
様
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
①　

小
規
模
集
落
の
水
源
に
つ
い
て
。

⑴　

飲
料
水
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
集
落
数
は
。

答　

水
源
不
足
集
落
は
宇
佐
市
３
、
院
内

町
３
。

⑵　

院
内
北
山
地
区
の
水
源
が
不
足
し
て

困
っ
て
い
る
が
ボ
ー
リ
ン
グ
は
出
来
な
い

か
。

答　

国
県
の
補
助
な
し
。
市
長
が
現
地
に

行
っ
て
対
策
を
考
え
る
。

⑶　

下
麻
生
地
区
で
は
井
戸
水
が
な
い
。

対
策
は
。

答　

市
長
が
現
地
へ
行
き
対
策
を
考
え
る
。

問
②　

市
遊
休
地
に
つ
い
て
。

⑴　

本
庁
支
所
分
も
合
せ
た
遊
休
地
の
現

状
を
つ
か
ん
で
い
る
の
か
。

答　

24
件
。
８
７
０
０
０
㎡
。

⑵　

院
内
農
村
広
場
の
契
約
に
つ
い
て
。

答　

現
在
宇
佐
ボ
ー
イ
ズ
と
Ｈ
21
年
４
月

１
日
〜
Ｈ
22
年
３
月
31
日
契
約
。
生
涯
学

習
課
に
連
絡
し
て
か
ら
使
用
出
来
る
。

問
③　

老
朽
橋
に
つ
い
て
。

⑴　

新
洞
北
山
線
の
牛
渕
橋
の
対
策
は
。

答　

老
朽
が
進
ん
で
い
る
の
で
対
策
を
至

急
考
え
る
。

⑵　

麻
生
地
区
の
藤
岡
橋
に
つ
い
て
。

答　

橋
脚
を
１
ｍ
〜
１
・
５
ｍ
広
げ
隅
切

り
を
広
げ
る
。

⑶　

麻
生
地
区
の
中
島
橋
の
対
策
は
。

答　

対
策
な
し
。

問
④　

防
災
に
つ
い
て
。

⑴　

下
麻
生
地
区
の
川
の
氾
濫
、
山
の
地

す
べ
り
の
対
策
は
。

答　

県
指
定
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
地
帯
で

あ
り
、
市
も
注
視
し
て
い
る
。

⑵　

桑
源
寺
裏
山
に
大
石
が
あ
り
危
険
。

答　

現
地
を
調
査
す
る
。

⑶　

河
川
の
氾
濫
で
消
防
機
庫
も
危
な
い
。

答　

川
の
氾
濫
、
浸
水
が
あ
る
時
は
早
め

に
避
難
所
開
設
、
対
応
す
る
。
消
防
機
庫

は
消
防
署
が
現
地
へ
行
き
地
区
の
方
々
と

相
談
し
て
決
め
た
い
。

　

市
長
が
水
対
策
防
災
、
現
地
へ
行
き
対

策
を
考
え
る
。

問
①　

給
水
計
画
区
域
内
外
と
分
け
た
場

合
、
域
内
に
入
れ
な
か
っ
た
地
域
に
は
、

水
道
事
業
普
及
は
し
な
い
の
か
。
ま
た
、

麻
生
地
区
の
通
信
回
線
網
、
携
帯
電
話
や

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答　

上
水
道
、
簡
易
水
道
区
域
以
外
の
麻

生
地
区
を
含
む
未
普
及
区
域
の
対
象
に
つ

い
て
は
、
今
後
地
域
の
現
状
調
査
等
を
含

め
、
各
関
係
機
関
と
協
議
し
、
ま
ず
調
査

研
究
に
取
り
組
ん
で
行
く
。
ま
た
、
上
麻

生
や
中
麻
生
の
一
部
で
は
依
然
と
し
て
通

話
不
能
の
状
態
で
あ
る
。
今
後
も
不
感
解

消
に
向
け
て
通
信
業
者
に
積
極
的
に
、
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
対
応
や
高
速
通
信
網
の

整
備
な
ど
個
別
手
法
に
よ
っ
て
対
応
し
て

い
く
。
麻
生
地
区
は
平
成
23
年
度
に
整
備

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

問
②　

幼
児
医
療
に
つ
い
て

　

県
下
の
市
町
村
は
就
学
前
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
度
他
市
で
は
、
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
無
料
化
と
聞
い
て
い
る
。
宇
佐
市

で
も
小
学
校
ま
で
の
無
料
化
に
む
け
て
取

り
組
み
が
出
来
な
い
も
の
か
。

答　

医
療
費
の
助
成
は
乳
幼
児
の
保
健
の

向
上
及
び
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

病
気
の
早
期
発
見
早
期
治
療
を
促
進
し
、

医
療
費
の
軽
減
に
つ
な
が
る
重
要
な
対
策

で
あ
る
。
医
療
費
の
対
象
拡
大
は
、
多
大

な
財
源
を
必
要
と
す
る
の
で
今
後
財
政
状

況
を
勘
案
し
て
検
討
し
た
い
。

問
③　

通
学
路
に
街
路
灯
が
少
な
く
、
ク

ラ
ブ
活
動
等
で
帰
宅
時
間
が
遅
く
な
り
危

な
い
。
街
路
灯
の
整
備
が
で
き
な
い
の
か
。

答　

「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
各
自
治
委
員
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

６
５
０
０
円
を
上
限
に
防
犯
灯
設
置
に
か

か
る
費
用
の
半
額
を
助
成
す
る
も
の
で
、

引
続
き
予
算
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
地

域
の
要
望
に
沿
え
る
よ
う
執
行
し
て
い
き

た
い
。

　

小
規
模
集
落
の
水
源
に
つ
い
て

宮
丸 

龍
美　

議
員

麻
生
地
区
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

等
の
整
備
に
つ
い
て

中
村 
明
美　

議
員
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行
政
で
「
と
も
に
生
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
組
織
し
、
自
立
支
援
を
図
っ
て
行
く
。

問
⑦　

百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
と
言
わ

れ
る
が
生
活
保
護
申
請
で
条
件
を
満
た
せ

ば
、
ど
こ
ま
で
も
可
能
か
。

答　

許
容
範
囲
を
設
け
る
事
は
困
難
だ
。

問
①　

子
育
て
支
援
で
就
学
前
の
医
療
費

無
料
化
実
施
は
評
価
出
来
る
。
次
は
小
学

生
も
無
料
化
に
し
て
頂
き
た
い
。

答　

医
療
費
の
助
成
は
乳
幼
児
の
保
健
の

向
上
及
び
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

疾
病
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
重
要
な
施

策
。

問
②　

支
所
長
の
権
限
の
付
与
、
懸
案
事

項
の
上
田
橋
歩
道
橋
の
予
算
計
上
と
着
実

に
公
約
を
実
施
し
て
い
る
。

答　

高
等
学
校
の
統
廃
合
等
に
よ
り
通
勤

通
学
者
が
急
激
に
増
大
し
、
交
通
事
故
が

懸
念
さ
れ
る
。
21
年
度
よ
り
予
備
設
計
を

実
施
し
、
22
年
度
は
本
設
計
工
事
用
の
道

路
の
整
備
を
行
う
。

問
③　

通
学
路
の
整
備
促
進
、
身
近
な
生

活
道
路
の
整
備
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

今
年
度
は
国
の
景
気
対
策
で
あ
る
地

域
活
性
化
生
活
対
策
交
付
金
も
活
用
し
計

画
的
に
推
進
す
る
。

問
④　

合
併
時
の
約
束
事
の
院
内
支
所
の

ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
宇
佐
協
議
会
」
な
ど

と
協
力
・
協
働
し
、
教
育
・
普
及
啓
発
・

民
間
団
体
の
活
動
支
援
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
最
も
効
果

的
な
施
策
を
推
進
し
た
い
。

問
⑤　

焼
却
施
設
の
整
備
計
画
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

現
施
設
は
、
既
に
国
が
定
め
た
耐
用

年
数
を
超
え
て
い
る
が
、
平
成
12
年
度
か

ら
14
年
度
に
大
規
模
改
造
工
事
や
適
切
な

維
持
補
修
工
事
等
を
施
工
し
な
が
ら
延
命

化
を
図
っ
て
い
る
。
新
施
設
の
早
期
建
設

に
向
け
、
事
業
を
強
力
に
推
進
し
た
い
。

問
①　

コ
ン
ビ
ニ
納
税
導
入
の
考
え
は
。

答　

経
費
の
費
用
対
効
果
や
他
自
治
体
の

導
入
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
て
い

る
段
階
で
す
。
今
後
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て

一
定
の
方
向
性
を
出
し
て
行
く
。

問
②　

税
滞
納
者
に
多
い
多
重
債
務
へ
の

救
済
支
援
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁
護
士
等
に
相
談
す
れ
ば
過
払
金
が

戻
っ
て
く
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
法
テ
ラ

ス
等
に
相
談
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

問
③　

市
役
所
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
・
交
付
が
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

答　

事
務
経
費
に
つ
い
て
十
分
な
移
譲
交

付
が
さ
れ
な
い
為
に
、
協
議
が
進
ん
で
な

い
事
が
実
情
で
あ
る
。

問
④　

生
命
を
守
る
が
ん
対
策
に
つ
い
て

問
う
。
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
ア
ッ
プ
す

る
為
に
ど
う
い
う
考
え
を
お
持
ち
か
。

答　

地
区
毎
に
回
覧
板
を
作
成
し
て
、
地

区
検
診
日
程
の
再
度
の
案
内
を
し
て
啓
発

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
健
診
受
診
率
の

低
い
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
で
は
、
対
象

年
齢
の
方
に
は
個
別
に
健
診
手
帳
と
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
受
診
勧
奨
を
す
る
。

問
⑤　

太
陽
を
利
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交

付
金
」
を
活
用
し
、
市
内
の
中
学
校
に
太

陽
光
発
電
装
置
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

問
⑥　

障
が
い
者
自
立
支
援
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

「
地
域
で
あ
た
り
ま
え
の
暮
ら
し
の

実
現
」
に
向
け
て
、
福
祉
関
係
者
・
市
民
・

問
①　

合
併
特
例
債
の
活
用
状
況
と
振
興

基
金
積
立
計
画
は
。

答　

合
併
特
例
債
事
業
件
数
は
15
件
で
、

発
行
額
は
約
29
億
7
０
０
万
円
。
地
域
振

興
基
金
は
6
ヵ
年
で
総
額
約
20
億
円
の
積

立
を
計
画
し
て
お
り
、
本
年
度
予
算
含
め

て
2
ヵ
年
で
基
金
額
は
6
億
円
。
今
後
は

基
金
運
用
の
方
針
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
の
積
立
計
画
を
加
速
す
る
必
要

が
あ
る
と
推
察
し
て
い
る
。

問
②　

合
併
特
例
債
は
有
利
で
は
あ
る
が
、

借
金
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
活
用

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

財
政
状
況
や
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

緊
急
性
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
つ
つ
、

公
債
費
発
行
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
な
が
ら
有
効
に
活
用
す
る
。

問
③　

行
財
政
改
革
の
今
後
の
推
進
は
。

答　

宇
佐
市
合
併
後
の
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
度
を
も
っ
て
一

区
切
り
。
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
市
民
生
活
の
向
上

や
福
祉
の
増
進
に
向
け
た
財
源
確
保
の
た

め
に
も
、
行
財
政
改
革
は
必
要
な
こ
と
で

あ
り
、
推
進
し
て
い
く
方
向
に
な
る
。

問
④　

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
考
え
は
。

答　

地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
具
体
的

な
事
業
等
の
推
進
が
必
要
で
あ
り
、
「
ス

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
問
う

中
山 
実
生　

議
員

施
政
方
針
に
つ
い
て　

尾
島 
保
彦　

議
員

市
長
選
挙
の
公
約
に
つ
い
て

広
岡 

利
公　

議
員

7月7日のキャンドルナイトin宇佐で地球温暖化防止を啓発
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き
続
き
権
限
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問
③　

 

支
所
長
へ
の
予
算
権
限
の
付
与

の
内
容
は
。

答　

周
辺
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

本
年
度
「
周
辺
地
域
元
気
づ
く
り
応
援
事

業
」
を
新
設
し
、
安
心
院
・
院
内
支
所
長

に
予
算
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

問
④　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
現
在
の
週

２
回
か
ら
毎
日
運
行
に
で
き
な
い
か
。

答  

現
在
の
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図

り
、
来
年
度
改
定
す
る
「
宇
佐
市
地
域
交

通
計
画
」
の
な
か
で
、
利
用
実
績
や
市
民

意
識
調
査
を
加
味
し
て
い
き
た
い
。

問
⑤　

林
道
の
草
刈
り
や
水
路
の
維
持
管

理
に
つ
い
て

答　

今
年
度
、
緊
急
雇
用
創
設
事
業
を

活
用
し
、
林
道
維
持
管
理
と
し
て
35
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
草
刈
り
を
実
施
す
る
予
定
。

答　

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
向
け
就

労
・
地
域
生
活
・
療
養
教
育
の
各
支
援
ネ
ッ

ト
会
議
を
２
ヵ
月
毎
に
開
催
し
課
題
解
決

を
図
っ
て
い
く
。

問
①　

市
長
は
、
宇
佐
市
は
閉
塞
感
、
停

滞
感
が
漂
う
と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
ま
た
、
対

策
、
方
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

宇
佐
市
の
こ
こ
５
年
間
の
デ
ー
タ
を

見
る
と
、
農
業
生
産
額
は
２
割
減
、
観
光

客
数
は
１
割
減
、
普
通
会
計
決
算
ベ
ー
ス

の
投
資
的
経
費
は
６
割
減
と
な
っ
て
い
る
。

合
併
後
、
周
辺
地
域
を
は
じ
め
、
過
疎
・

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
さ
ら
に
、
百
年

に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
不
況
が
追
い
打
ち

を
か
け
、
地
域
経
済
は
、
ま
さ
に
冷
え
き
っ

た
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
閉
塞
感
、
停

滞
感
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
、
市
民
の
声
が
行
政
に
き
ち
ん
と

届
い
て
い
な
い
。
届
い
て
も
答
え
が
帰
っ

て
こ
な
い
。
と
に
か
く
、
宇
佐
市
を
変
え

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
多
く
の
市
民
の

声
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
声
を
集
約
し
た

も
の
が
、
「
夢
と
希
望
の
10
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」
「
す
ぐ
や
る
５
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
閉
塞

改
築
改
修
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
入
札

制
度
は
県
に
準
じ
て
見
直
す
と
考
え
て
い

る
が
地
元
企
業
に
優
先
発
注
す
べ
き
で
あ

る
。
山
本
浄
水
場
の
二
の
舞
を
踏
ま
ぬ
こ

と
。

答　

地
元
で
施
工
調
達
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
優
先
発
注
の
方
針
で
取
り
組
む
。

問
⑤　

女
性
委
員
の
登
用
と
し
て
い
る
が
、

市
職
員
の
幹
部
採
用
も
積
極
的
に
。
ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
市
民
活
動
支
援
す
る
と

し
て
い
る
が
。

答　

宇
佐
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
則

り
、
ま
ず
は
係
長
級
か
ら
順
次
登
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
⑥　

高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

に
つ
い
て
過
去
に
お
い
て
も
要
求
し
た
が
、

市
福
祉
会
館
の
建
設
も
考
慮
す
べ
き
と
思

う
。

感
や
停
滞
感
を
振
り
払
う
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。

問
②　

６
次
産
業
の
取
り
組
み
実
施
に
む

け
て
、
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
が
、
予

算
枠
の
中
で
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答　

農
業
を
農
産
物
等
の
原
料
生
産
の
み

で
な
く
、
地
域
食
品
産
業
等
と
の
連
携
に

よ
り
、
農
業
サ
イ
ド
に
な
い
加
工
や
販
売
、

そ
の
他
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
取
り
込
み
、
農
業

を
付
加
価
値
の
あ
る
総
合
産
業
と
し
て
の

体
質
に
変
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

が
、
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

１
次
・
２
次
・
３
次
産
業
が
連
携
す
る
「
６

次
産
業
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
協

議
会
」
の
設
置
や
６
次
産
業
化
に
む
け
た

機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
有
識
者
等
に

よ
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
」
を
予
定
し

て
い
る
。

問
①　

安
心
院
、
院
内
支
所
の
現
在
の
職

員
数
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

平
成
20
年
4
月
よ
り
３
課
体
制
を
敷

き
現
人
員
に
な
っ
た
。
大
量
退
職
期
を
迎

え
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
。

問
②　

支
所
権
限
は
。

答  

地
域
振
興
と
地
域
防
災
、
周
辺
部
対

策
の
企
画
・
立
案
・
執
行
に
つ
い
て
は
引

６
次
産
業
の
取
り
組
み
に
期
待

斉
藤 
文
博　

議
員

林
道
や
水
路
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

大
隈 
尚
人　

議
員

維持管理が難しくなっている林道

早期整備が望まれている宇佐高校への通学路
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水
路
は
、
現
在
、
保
全
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。

問
⑥　

小
菊
寮
の
建
て
替
え
の
際
、
現
在

の
妙
見
荘
の
敷
地
内
に
建
て
替
え
、
こ
こ

を
福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
は
ど
う
か
。

答　

建
て
替
え
る
場
合
は
、
そ
の
ご
意
見

を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
参
考
に
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

問
⑦　

宇
佐
・
安
心
院
・
院
内
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
構
想
は
。

答　

こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
各
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
産
業
の
発
展
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
①　

基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
環

と
し
て
、
水
道
事
業
の
整
備
も
重
要
な
事

業
と
思
う
が
、
旧
宇
佐
市
内
に
お
け
る
上

水
道
・
簡
易
水
道
事
業
を
含
め
未
普
及
地

域
の
こ
れ
か
ら
の
対
策
と
、
取
り
組
み
は
。

答　

公
衆
衛
生
の
向
上
や
、
生
活
環
境
の

改
善
の
面
か
ら
、
未
普
及
地
域
の
解
消
に

努
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
現
地

に
出
向
き
、
調
査
を
行
な
う
こ
と
か
ら
始

め
た
い
。

問
②　

宇
佐
市
再
生
の
起
爆
剤
と
し
て
、

ワ
イ
ン
祭
り
の
復
活
を
公
約
さ
れ
た
が
、

今
年
度
開
催
に
向
け
て
の
、
具
体
的
な
組

水
道
未
普
及
地
域
の
対
策
は

林　 
　

寛　

議
員

織
体
制
と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
。

答　

公
約
に
も
、
短
期
、
中
期
、
任
期
中

の
実
現
と
あ
り
、
ワ
イ
ン
祭
り
の
あ
り
方

も
含
め
、
各
種
団
体
と
協
議
し
、
来
年
度

開
催
の
運
び
と
な
る
よ
う
に
、
努
力
す
る
。

問
③ 

公
約
に
お
い
て
「
合
併
時
の
約
束

検
証
」
と
、
「
支
所
長
権
限
の
付
与
に
つ

い
て
」
を
唱
え
ら
れ
て
い
た
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

答　

合
併
時
の
約
束
の
検
証
に
つ
い
て
は
、

今
後
庁
内
に
お
い
て
、
対
応
策
を
検
討
す

る
場
を
設
け
、
検
討
体
制
を
確
立
し
た
上

で
協
議
に
入
る
。

　

「
支
所
長
の
権
限
の
付
与
に
つ
い
て
」

は
事
業
に
か
か
る
予
算
権
限
と
事
業
の
内

容
の
審
査
の
権
限
を
支
所
長
に
与
え
る
。

問
④ 

市
長
就
任
以
来
、
一
定
の
時
は
経

過
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
、
副
市
長
、

教
育
長
が
不
在
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

市
政
の
運
営
や
、
教
育
行
政
の
停
滞
は
許

さ
れ
な
い
。
市
長
の
思
い
と
今
後
の
見
通

し
は
。

答　

一
刻
も
早
い
選
任
を
行
な
い
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
現
在
そ
の
職
に
ふ
さ

わ
し
い
人
材
を
、
選
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、

市
政
、
教
育
が
停
滞
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
対
処
し
て
い
く
。

問
①　

１
月
30

日
付
け
で
文
部
科
学
省
よ

り
、
学
校
で
の
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止
が

通
達
さ
れ
た
。
子
供
、
保
護
者
の
周
知
は
。

答　

宇
佐
市
は
、
全
て
の
小
中
学
校
で
携

帯
電
話
の
持
ち
込
み
は
、
原
則
禁
止
。

問
②　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
活

用
及
び
調
査
結
果
の
公
表
は
。

答　

子
ど
も
の
学
力
向
上
や
学
習
の
改
善

に
つ
な
げ
る
指
導
に
活
か
し
て
い
く
。
4

月
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

問
③　

学
校
支
援
地
域
本
部
の
進
捗
状
況

は
。

答　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
機
会
の

拡
充
を
図
り
、
地
域
住
民
と
学
校
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
く
。

問
④　

「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
に
対
応
す

る
た
め
、
保
、
幼
、
小
の
連
携
が
必
要
だ

が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

答　

国
、
学
校
で
の
取
り
組
み
例
の
成
果

を
他
の
小
学
校
に
も
紹
介
し
、
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
学
校
の
連
携
を
広
げ
る
。

問
⑤　

校
舎
建
築
が
今
後
行
わ
れ
る
が
、

地
域
が
活
用
で
き
る
場
を
併
設
し
て
は
。

答　

補
助
基
準
以
外
の
施
設
を
併
設
す
る

こ
と
は
、
困
難
と
思
う
が
、
関
係
機
関
と

も
十
分
協
議
を
行
う
。

問
⑥　

駅
館
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
増
は
。

答　

学
校
敷
地
の
利
用
に
つ
い
て
ク
ラ
ブ

の
施
設
の
移
設
を
含
め
、
協
議
中
。

問
⑦　

「
新
し
い
ま
ち
・
開
か
れ
た
市
政
・

宇
佐
市
を
変
え
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
市
長
選
を
行
な
っ
た
が
、
市
及
び
市
役

所
を
ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ン
ジ
す
る
の
か
。

答　

市
役
所
が
変
わ
れ
ば
宇
佐
市
が
変
わ

る
と
考
え
る
。
そ
し
て
「
夢
と
希
望
に
満

ち
た
新
し
い
宇
佐
市
」
を
創
っ
て
い
く
た

め
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
。

問
⑧　

消
防
団
14

分
団
2

部
の
詰
所
と
し

て
、
旧
宇
佐
出
張
所
を
活
用
し
て
は
。

答　

地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ら

ば
、
詰
所
と
し
て
の
利
用
も
可
能
。

　

14 分団第２部格納庫

携
帯
電
話
の
学
校
で
の
使
用

禁
止
の
周
知
は

永
松 
　

郁　

議
員
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是
永
市
長
の
新
執
行
体
制
が
、
愈い

よ
い
よ々

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
議
会

活
性
化
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
再
編
さ

れ
ま
し
た
。
今
議
会
、
新
市
長
の
施
政

方
針
等
に
対
し
て
、
一
七
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
、
新
市
政
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

執
行
と
議
会
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
は
異
に

し
ま
す
が
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
宇
佐

市
の
建
設
を
望
む
気
持
ち
は
共
通
し
て

い
ま
す
。
「
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
言

う
言
葉
の
定
義
に
は
、
色
々
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
「
相
手
の
期
待
に

応
え
得
る
者
」
で
あ
り
ま
す
。
技
術
が

良
い
と
か
、
上
手
と
か
で
は
な
く
、
ま

た
自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
る
の
で
も

な
く
、
常
に
自
分
の
持
て
る
す
べ
て
の

力
を
発
揮
し
、
相
手
の
希
望
・
期
待
に

ど
う
応
え
て
い
く
か
、
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
私
た
ち
編
集
委
員
は
、
素
人
集

団
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
・
読
者
の

立
場
に
た
っ
て
、
公
正
か
つ
正
確
な
情

報
を
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お
届
け
す
る

こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
に
親
し
ま
れ
愛
読
さ
れ
る
よ

う
、
編
集
委
員
一
同
と
共
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
皆
様
の
感
想
ご
意
見
等
も
頂

け
ま
し
た
ら
、
紙
面
に
反
映
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。　

 

（
Ｈ
・
Ｅ
）

　議会だよりは、議会活動を広く市民の皆さんに議員

の立場から報告し理解してもらうための重要な役割を

もっています。そのため、わかりやすく実のある内容

を心掛けて、編集しています。

　構成メンバーは各常任委員会から２名、計８名で担

当します。

　年４回開催される定例会終了後、２ヵ月以内に発行

する予定です。

  議 会 活 性 化 特 別 委 員 会

暑中お見舞申し上げます

　公職選挙法の趣旨に基づき、暑中見舞などのあいさつ状を廃止しておりま

すので、紙上をもってごあいさつにかえさせていただきます。また本年初盆

を迎える御家族への供物、供花の儀につきましても失礼させていただきます。

　市民皆様のご健勝をお祈りいたします。

宇佐市議会議員一同

　６月５日の開会に先立ち、５月 27 日に開

催された全国市議会議長会総会において、小

野照義議員が永年勤続表彰を受けましたの

で、その伝達式を行いました。

「
市
民
の
声
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
声
、
意
見
を
寄

せ
て
下
さ
い
。（
原
稿
は
４
０
０
字
以
内
）

　

問
い
合
わ
せ
、
送
り
先

　

宇
佐
市
大
字
上
田
１
０
３
０
番
地
の
１

　

議
会
事
務
局
☎
３
２-

２
３
２
８

議長より小野議員へ表彰状の授与

【
可
決
し
た
意
見
書
】

　

議
会
で
は
、
公
益
に
関
す
る
こ
と
（
市
政
や
市

民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
事

柄
）
に
つ
い
て
改
善
等
を
求
め
る
た
め
、
意
見
書

を
国
及
び
関
係
行
政
庁
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
次
の
２
件
の
意
見
書
を
可
決

し
ま
し
た
。

◯ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
教
育
予
算

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

◯ 

農
業
公
社
の
運
営
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意

見
書

新しいメンバーで頑張ります。


